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　現在喫煙者の非喫煙者に対するオッズ比（95％ CI）は全認知症で 3.0（1.4-6.4），脳血管性認知症で 2.4
－ 581 －
















男の循環器疾患では 1.4（1.0-1.8），全死亡では 1.2（1.1-1.4），女ではそれぞれ 1.3（0.9-1.8），1.3（1.1-1.5）であっ
た。また，「関心がありかつ受診している」に対して「関心がなく未受診である」群での相対危険度は，男






























　父親の死亡年齢が 60歳未満に対して，死亡年齢が 80歳以上での相対危険度（95％ CI）は，男の循環器
疾患では 0.7（0.6-0.8），がんでは 0.9（0.8-1.1），全死亡では 0.9（0.8-0.9）であった。女ではそれぞれ 0.8（0.7-1.0），0.8
（0.6-0.9），0.8（0.7-0.9）であった。母親の死亡年齢が 65歳未満に対して，死亡年齢が 85歳以上での相対危
険度は，男の循環器疾患では 0.8（0.7-0.9），がんでは 1.0（0.9-1.2），全死亡では 1.0（0.9-1.1）であった。女
ではそれぞれ 0.8（0.6-1.0），1.0（0.8-1.2），0.9（0.8-1.0）であった。
【考察】
　親の死亡年齢，特に父親の死亡年齢が低い者については，特に循環器疾患・がん予防のための保健対策が
必要であると推察された。
【まとめ】
　本研究では，循環器疾患，がん，認知症などの慢性疾患と社会環境・行動因子に関する研究を実施し，こ
れらの疾患のリスクとして社会・心理的要因や不健康な生活要因が関与することを明らかにした。今後は，
慢性疾患全般について，今回検討した社会環境・行動因子以外の諸因子（教育歴，職歴，所得，社会階層，
性格等）の分析，これらの因子との相互作用を含めたさらなる検討，疫学的知見の生物学的メカニズムの解
明が課題である。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は痴呆（認知症）や死亡に関連する因子について疫学的手法を用いて大規模な調査を行い，痴呆に
ついては喫煙との関連性，死亡については健康への関心度や検診の受診の有無，社会的要因（婚姻状況），
両親の生存年数などとの関連について検討した。この studyから日本人においても喫煙が痴呆（認知症）の
リスクファクターとなることをはじめて明らかにした。また，検診については健康に関心が低く，検診を受
けていないことが疾患に罹患する危険性が高まること，さらには独身，離婚，死別などがその後の疾患に罹
患率を上昇させることを明らかにした。一方では両親の生存年数の高い人ほど長生きすることが示された。
これらのデータは社会的要因が痴呆や死亡率に大きく影響する要因として，今後の日本における健康政策，
予防活動を行っていくための基礎データとなる有用な知見をもたらした価値ある論文である。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
